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11．当院で実施しているスピリチュアル・ラウンドの紹
介
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1)期間 :H21年 8月 20日～8月 25日
2)対象 :M氏 60歳 女性
病名 :胆管細胞癌,癌性腹膜炎
症状 :全身倦怠感,下肢浮腫・腹水あり
3)方法 :家族と面接を行い,マッサージ指導前と指導
後の心境の変化を読み取る.
? 倫理的配慮
研究の内容を説明し,被験者のデータ,プライバシー
の保護を厳守することを説明し,同意を得る.
? 結果
M氏自身も指導したマッサージを喜んでくれており,
家族も笑顔が増えていった.そしてM氏自身も家族の話
題の時は積極的に話し,「マッサージしてもらおうと思っ
て」と待ち遠しい発言が聞かれ,笑顔がみられることも
あった.
? 考察
今回マッサージを具体的に指導したことで 面会時に
“何をしてあげればいいかわからない状態”から“マッ
サージをしてあげよう”という心理的変化が見られたと
考えられる.実際M氏にとって家族は 1番の支えになっ
ており,マッサージを通してのコミュニケーションの手
段を増やすこともできたのではないかと考える. そして
M氏は体動困難であったため在宅での介護は困難で
あったが個室を有効利用することで,家族が他患に遠慮
することなく患者と接することができると考えられる.
会話が減少していく中で,マッサージというコミュニ
ケーションは患者･家族共に有効であったと考えられる.
? 今後の課題
家族への心理的ストレスに対するケアを日々模索して
いく.
家族の個別性に合わせた,コミュニケーションの手段
と環境を提供していく.
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